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株式会社NEXT DELIVERY

地域課題を解決する新しい社会インフラ
新スマート物流 SkyHub®
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エアロネクストグループの紹介

2

会社概要

⾼い技術開発⼒に基づくIP（知財）経営
• ドローンの機体関連技術を「4D GRAVITY®」として知財化
• キーテクノロジーを駆使して物流ドローンのデファクトモデ

ルを確⽴

ドローン物流市場／ユースケースの確⽴
• 過疎地域を⽀える新スマート物流「SkyHub®」の提供
• ドローン物流のナレッジやパートナーシップを通じた

新たな物流モデルの定義

株式会社エアロネクスト (AN) 株式会社NEXT DELIVERY (ND)
物流サービス提供に特化した戦略⼦会社

コア技術 知的財産 サービス パートナー
機体構造設計技術

経済産業⼤⾂賞

特許出願494件

登録特許175件

配送1,000回超 資本業務提携

⾃治体連携多数パッケージ化

⽇本唯⼀の上場ドローン専業メーカー

ライセンス提供

⼤⼿通信会社⼤⼿物流会社

サービスの共同開発・提供
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災害対応事例 @埼⽟県秩⽗市
新スマート物流SkyHub®
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新スマート物流「SkyHub®」とは

A社

B社

C社

D社

●従来の過疎地域物流
輸送距離が遠い

荷物が少ない

積載率が低い
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新スマート物流「SkyHub®」とは

⼀時集荷所
ドローンデポ®

貨客混載

●SkyHub®

地域経済の活性化
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地域物流の⾮効率
〜 原因は、ポツンと⼀軒家にあり 〜

デジ⽥上⼠幌×SkyHub

約
3km

■市街地
１配送あたり

「3〜10分」

■郊外（牧場など）
１配送あたり

「10分〜30分」
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デジ⽥上⼠幌×SkyHub

新スマート物流「SkyHub」 〜市街地はトラック、郊外はドローン活⽤で効率化〜

半径10km

半径1.5km

ポツンと⼀軒家を
ドローンに任せると、

トラック配送が
超効率化
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⽇本初、「レベル3.5」⾶⾏によるドローン配送の実現

10⽉11⽇第1回デジタル⾏財政改⾰会議
岸⽥総理から⻫藤国交相に対してドローンの事業化
を加速してくださいとの指⽰が発令

11⽉22⽇第2回デジタル⾏財政改⾰会議
岸⽥総理から年内にレベル3.5⾶⾏の制度を新設する
ことが明⾔された

12⽉ 8⽇レベル3.5 初の⾶⾏承認が発⾏
国内で初めて、NEXT DELIVERYが⾶⾏承認を取得
※パブリックコメント受付中の取得は異例の速度

12⽉11⽇北海道上⼠幌町でレベル3.5初⾶⾏
国内で初めて、レベル3.5⾶⾏の実施が⾏われた。
事業化に向けて⼤きな⼀歩となった

レベル3.5実施までの流れ

有資格者による遠隔運航の様⼦ 置き配で荷物を受け取った住⺠

12⽉11⽇北海道上⼠幌町にて、⽇本初のレベル3.5⾶⾏の実施

レベル3.5初⾶⾏式典の様⼦＠北海道上⼠幌町
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これまでの⾶⾏実績
レベル3.5許認可取得後、⾶⾏回数は増加し実装地域では毎⽇運航が進⾏中
補助員の削減、合理的かつ効率的な運航体制の構築により、⾶⾏実績が積み上がっている

総⾶⾏回数

1,813 回

レベル3.5⾶⾏

128回

2024年2⽉29⽇ 実績
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レベル3.5開通ルート

120本

2024年2⽉29⽇ 実績 北海道上⼠幌町は今年度末までに60ルート開通予定

許認可取得、開通済みルート数
⾶⾏許可をスムーズに取得できることにより、幹線ルートの開通から⽀線ルートの開通までスムーズに実施

北海道上⼠幌町
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1. ⽴⼊管理措置の撤廃による
オペレーションの効率化

2. ⾶⾏⽅法に関する規制の緩和による
省⼈化

3. 審査内容⾒直し、期間短縮による
⼈件費、準備期間の削減

• 道路、鉄道等上空横断の際の補助員の配置・
看板の設置が不要

• 移動⾞両上空の⾶⾏が可能になることにより、
⼀旦停⽌時間の削減、⾶⾏距離が拡⼤

• 着陸地点の補助員の配置が不要になることに
より⼤幅な省⼈化

• 着陸地点無⼈化により、荷受け側の⼼理的安
全性が担保される

• これまで申請は2ヶ⽉〜半年間かかるのが当
たり前であったため⼤幅な省略

• 原則、離陸地点着陸地点の住所を記載するこ
とで審査可能

「レベル3.5」⾶⾏によるメリット

機体のカメラで
⾒えていれば
補助員不要

詳細な作図が不要

申請、オペレーション⾯において従来制度よりも⼤幅な簡略化がなされた
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現在のオペレーション体制（遠隔）
主に⼭梨県⼩菅村から全国拠点の遠隔運航を実施中

出発地 ⽬的地

リモート
パイロット

⼆等無⼈航空機操縦⼠
（⽬視内限定解除）

⼭梨県⼩菅村

遠
隔
地

現
地
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オペレーション体制（現地）
現地のオペレーションは、プロパイロットから現地採⽤のアルバイト（補助者）へシフト
荷物が⽣まれたときに陸送orドローン配送を現地で判断できる体制を構築（次世代ドライバー）

出発地 ⽬的地

リモート
パイロット

⼆等無⼈航空機操縦⼠
（⽬視内限定解除）

遠
隔
地

現
地
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レベル3.5具体事例① ⼭梨県⼩菅村
共同配送×ドローン配送により空陸のベストミックスを実装
陸送で⾮効率なエリアをドローンに置き換えることで配送効率upを実現

⻑作ルート
⽚道7.5km 17分

⻑作地区 東部ルート（⾦⾵呂）
⽚道5.2km 11分

東部地区

⼭梨県⼩菅村⾶⾏ルート（⼀部）

ドローンデポ®

村中⼼部

①荷物集積

②ドローン割り当て

③無⼈置き配
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レベル3.5具体事例② 北海道上⼠幌町
遠⽅のレストランへドローンによる集荷を実施
週3,4⽇ほど安定的に注⽂のあるフードデリバリー店舗への集荷をドローンに置き換えることで配送効率upを実現
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令和6年能登半島地震（災害時対応）
エアロネクストとNEXT DELIVERYは、令和6年1⽉７⽇より、輪島市からの要請を受けた⼀般社団法⼈⽇本UAS産業振興協議会
(JUIDA)の活動に参加し、輪島市内においてドローン（AirTruck）による医療物資などの輸送を実施。
災害時にドローンを活⽤して物資を被災地に届ける試みは、国内で初めて。

輪島市における被災状況とドローンルート孤⽴集落の避難所まで徒歩で5〜6時間→ドローンで10分程度で物資輸送

ホッカイロや⻭ブラシ・オムツ・ボ
ディーシート等も輸送
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AirTruckの詳細スペック

詳細スペック
展開時⼨法 1.7×1.5 

×0.4m 最⼤⾶⾏時間 約50分*1

機体重量 10kg 最⾼速度 40km/h

最⼤離陸重量 25kg 最⼤⾶⾏距離 20km

ペイロード 最⼤5kg 搭載Boxサイズ W320×D260
×H200

n独⾃の機体構造設計技術
「4D GRAVITY®」
による⾼い⾶⾏性能

n荷物の上⼊れ下置きの機構

n機体の理想重⼼付近への
荷物の最適配置による荷室の安定

n前傾⾶⾏時に空気抵抗を最⼩化する
流線型・逆翼型の機体形状

n機体前傾時も荷室は⽔平に維持

特徴

⽇本発の物流専⽤ドローン 製造・販売︓

*1 ペイロード3.5kg、バッテリー22,000mAh×4本使⽤時




